 (
うんぱん　　　    ちんれつ
　
       かいせつ
)
	 (
み
身
だしなみ
)１
	●販売 (はんばい)実務 (じつむ)サービスの運搬 (うんぱん)・陳列 (ちんれつ)は、商品 (しょうひん)を倉庫 (そうこ)から運 (はこ)び、店内 (てんない)の各 (かく)コーナーの棚 (たな)に商品 (しょうひん)を並 (なら)べたり整理 (せいり)したりする仕事 (しごと)です。お客 (きゃく)様 (さま)が、不快 (ふかい)な気持 (きも)ちにならないように、衛生面 (えいせいめん)や身 (み)だしなみに気 (き)を付 (つ)けるとともに、お客 (きゃく)様 (さま)に対 (たい)する気持 (きも)ちのよい挨拶 (あいさつ)や対応 (たいおう)など、常 (つね)に気 (き)を付 (つ)けることが大切 (たいせつ)です。
●食料品 (しょくりょうひん)を扱 (あつか)う場合 (ばあい)は、なにより衛生面 (えいせいめん)に気 (き)を配 (くば)らなければなりません。決 (き)められた方法 (ほうほう)で正 (ただ)しく手 (て)洗 (あら)いをするとともに、洗濯 (せんたく)をした清潔 (せいけつ)なものを身 (み)に着 (つ)けるようにしましょう。
●お客 (きゃく)様 (さま)が安心 (あんしん)して気持 (きも)ちよく買い物 (か　もの)をしていただくために、作業中 (さぎょうちゅう)の商品 (しょうひん)の衝突 (しょうとつ)や落下 (らっか)などに対 (たい)して気 (き)を付 (つ)けることが大切 (たいせつ)です。
●下 (した)の写真 (しゃしん)を見比 (みくら)べてみましょう。向 (む)かって左 (ひだり)の写真 (しゃしん)は、エプロンを正 (ただ)しく着用 (ちゃくよう)しています。この運搬 (うんぱん)・陳列 (ちんれつ)の検定 (けんてい)では、基本的 (きほんてき)にひも付 (つ)きのエプロンを使用 (しよう)し、エプロンが腰 (こし)の位置 (いち)で固定 (こてい)できるよう正 (ただ)しくひもを締 (し)めましょう。また、作業中 (さぎょうちゅう)にちょう結 (むす)びが解 (と)けることがないよう、固 (かた)く結 (むす)びましょう。

	≪ふさわしい服装例 (ふくそうれい)≫
	[image: ]
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)≪ふさわしくない服装例 (ふくそうれい)≫














[image: ]●ネット帽子 (ぼうし)は、着用 (ちゃくよう)しませんが清潔感 (せいけつかん)のある髪型 (かみがた)や長 (ながさ)さにしましょう。事前 (じぜん)に髪 (かみ)の毛 (け)を整 (ととの)えておいたり、束 (たば)ねて留 (と)めておいたりするなど工夫 (くふう)しましょう。
●名札 (なふだ)は、お客 (きゃく)様 (さま)にその店舗 (てんぽ)の従業員 (じゅうぎょういん)であることを示 (しめ)すためのものです。お客 (きゃく)様 (さま)が見 (み)やすいよう、エプロンのフックに留 (と)め、水平 (すいへい)になるように着 (つ)けましょう。
●鏡 (かがみ)を見 (み)ながら、身 (み)だしなみを確認 (かくにん)し、正 (ただ)しく直 (なお)しましょう。
 (
Ⅲ－
(2)
－
③－１
)●身 (み)だしなみの準備 (じゅんび)は、手早 (てばや)く行 (おこ)なうことも大切 (たいせつ)です。練習 (れんしゅう)のときから、2分 (ふん)以内 (いない)に終 (お)えられるようにしましょう。

	 (
さぎょう
作業
かいし
開始
の
れんらく
連絡
)２
	●スタートラインに立 (た)ち、はっきりと大 (おお)きな声 (こえ)で連絡 (れんらく)をしましょう。毎日 (まいにち)の明 (あか)るい挨拶 (あいさつ)やはっきりとした受 (う)け答 (こた)えは、職場 (しょくば)でのコミュニケーションの基本 (きほん)です。より良 (よ)い仕事 (しごと)をするためには、職場 (しょくば)の人 (ひと)との日頃 (ひごろ)からのコミュニケーションがとても大切 (たいせつ)です。
※検定 (けんてい)では、作業 (さぎょう)開始 (かいし)の連絡 (れんらく)から計時 (けいじ)をスタートします。
※作業 (さぎょう)を始 (はじ)める意思 (いし)表示 (ひょうじ)として、右手 (みぎて)を真 (ま)っすぐ挙 (あ)げて、連絡 (れんらく)する審査員 (しんさいん)の目 (め)を見 (み)て、はっきり名前 (なまえ)と作業 (さぎょう)を始 (はじ)める連絡 (れんらく)をしましょう。

	 (
カートラックの
いどう
移動
)３
	●カートラックは配送車 (はいそうしゃ)（トラック）から荷 (に)下 (お)ろしされた商品 (しょうひん)をバックヤードまで運搬 (うんぱん)するために使用 (しよう)するものです。
※従業員 (じゅうぎょういん)が販売 (はんばい)準備 (じゅんび)や事務 (じむ)作業 (さぎょう)をする場所 (ばしょ)を「バックヤード」と呼 (よ)び、お客 (きゃく)様 (さま)は入 (はい)れません。
●荷物 (にもつ)を積 (つ)み上 (あ)げて前 (まえ)が見 (み)えない状態 (じょうたい)で押 (お)して移動 (いどう)すると周囲 (しゅうい)にぶつかる危険 (きけん)があるので、カートは引 (ひ)いて移動 (いどう)します。
●カートラックは側面側 (そくめんがわ)を持 (も)ちます。これは、店舗内 (てんぽない)への出入 (でい)りがしやすくなるだけでなく、カートが倒 (たお)れたときの荷 (に)崩 (くず)れによるけがを予防 (よぼう)するためです。
[image: C:\Users\ehimeken\Desktop\セブンスター写真\IMG_2170.JPG]※カートラックにはゴムバンドが付 (つ)いています。安全 (あんぜん)のためにゴムバンドは必 (かなら)ずかけましょう。
[image: C:\Users\ehimeken\Desktop\セブンスター写真\IMG_2185.JPG]※商品 (しょうひん)を破損 (はそん)しないために、周囲 (しゅうい)やカート内 (ない)の商品 (しょうひん)の荷 (に)崩 (くず)れに注意 (ちゅうい)しながら移動 (いどう)しましょう。

	 (
に
荷
お
下
ろし
)４
	[image: C:\Users\ehimeken\Desktop\セブンスター写真\IMG_2188.JPG]●ゴムバンドを外 (はず)します。外 (はず)した後 (あと)はカートの柵 (さく)に掛 (か)けます。柵 (さく)に掛 (か)けないで作業 (さぎょう)を始 (はじ)めると、引 (ひ)っかかるなどし、大変 (たいへん)危険 (きけん)です。
●カートラックから商品 (しょうひん)を降 (お)ろすときは、作業 (さぎょう)を効率 (こうりつ)よく進 (すす)めるために、同 (おな)じ商品 (しょうひん)ごとに重 (おも)い箱 (はこ)から積 (つ)み上 (あ)げます。
※商品 (しょうひん)が重 (おも)いときは、箱 (はこ)の底 (そこ)に両手 (りょうて)の指 (ゆび)をかけゆっくり持 (も)ち上 (あ)げましょう。指 (ゆび)を入 (い)れる穴 (あな)がある箱 (はこ)は穴 (あな)に指 (ゆび)を通 (とお)し、穴 (あな)が破 (やぶ)れないようにゆっくり持 (も)ち上 (あ)げます。置 (お)くときも、「ゆっくり、丁寧 (ていねい)」を心掛 (こころが)け、商品 (しょうひん)が破 (は)損 (そん)しないよう気 (き)を付 (つ)けましょう。
[image: C:\Users\ehimeken\Desktop\セブンスター写真\IMG_2188.JPG]※下 (した)の写真 (しゃしん)のように、荷 (に)下 (お)ろし場 (ば)の商品 (しょうひん)表示 (ひょうじ)の位置 (いち)に、商品 (しょうひん)の種類ごとに丁寧 (ていねい)に置 (お)きましょう。
●積 (つ)み上 (あ)げるときは、商品 (しょうひん)の表示 (ひょうじ)が分 (わ)かるように向 (む)きを揃 (そろ)えて重 (かさ)ねます。
※作業 (さぎょう)場所 (ばしょ)は他 (ほか)の人 (ひと)も通 (とお)りますので、広 (ひろ)さを考 (かんが)えながら整理 (せいり)して置 (お)くようにしましょう。
 (
Ⅲ－
(2)
－
③－２
) (
Ⅲ－
(2)
－
③－
２
)●空 (から)になったカートラックは、元 (もと)の位置 (いち)に戻 (もど)します。

	 (
にづ
荷積
み
)５
	●カット台 (だい)は店舗内 (てんぽない)で商品 (しょうひん)を運搬 (うんぱん)するときに使用 (しよう)します。カートラックに比 (くら)べ小型 (こがた)で扱 (あつか)いやすく、前 (まえ)もよく見 (み)えます。お客 (きゃく)様 (さま)の邪魔 (じゃま)にもなりにくいです。
●カット台 (だい)に、指定 (してい)された商品 (しょうひん)の「箱 (はこ)」１箱 (はこ)、除外品 (じょがいひん)を入 (い)れる「コンテナ」、商品 (しょうひん)の入 (い)れ替 (か)え時 (じ)に、一時的 (いちじてき)な置 (お)き場所 (ばしょ)として使用 (しよう)する「かご」を積 (つ)みます。
※かごを使 (つか)うことで、商品 (しょうひん)を直接 (ちょくせつ)、床 (ゆか)や台車 (だいしゃ)に置 (お)かないですみます。
[image: C:\Users\ehimeken\Desktop\セブンスター写真\IMG_2197.JPG]※陳列 (ちんれつ)の際 (さい)に、商品 (しょうひん)が足 (た)らなくなった場合 (ばあい)は、再度 (さいど)荷積 (にづ)みを行います。
●カット台 (だい)の上段 (じょうだん)に「箱 (はこ)」「補充用 (ほじゅうよう)かご」、下段 (げだん)に「除外品用 (じょがいひんよう)コンテナ」を積 (つ)みます。
※商品 (しょうひん)は丁寧 (ていねい)に扱 (あつか)いましょう。また、乗 (の)せたものがカット台 (だい)から落 (お)ちないか、よく確 (たし)かめましょう。
※荷積 (にづ)みでは作業 (さぎょう)内容 (ないよう)（指定 (してい)された商品名 (しょうひんめい)等 (など)）が書 (か)かれた指示書 (しじしょ)を必 (かなら)ず見 (み)て、確認 (かくにん)しましょう。

	６
 (
カット
だい
台
の
いどう
移動
)
	●出入 (でい)り口 (ぐち)を通 (とお)るときは、扉 (とびら)の外 (そと)のお客 (きゃく)様 (さま)や従業員 (じゅうぎょういん)にカット台 (だい)が当 (あ)たらないように、必 (かなら)ず体 (からだ)（背中 (せなか)側）から入 (はい)り、一度 (いちど)、足型 (あしがた)マークの上 (うえ)で足 (あし)を止 (と)め、挨拶 (あいさつ)と一礼 (いちれい)を行 (おこな)います。
[image: C:\Users\ehimeken\Desktop\セブンスター写真\IMG_2193.JPG][image: ][image: ]【店舗内 (てんぽない)に入 (はい)るとき】
1 カット台 (だい)の横 (よこ)に立 (た)つ。　　　　　　左右 (さゆう)
2 正面 (しょうめん)を見 (み)る。　　　　　　　　　　どちらも可 (か)
③午前 (ごぜん)11時 (じ)まで：「いらっしゃいませ、おはようございます」
午後 (ごご)17時 (じ)まで：「いらっしゃいませ、こんにちは」と挨拶 (あいさつ)をします。
[image: ]※挨拶 (あいさつ)のあと、礼 (れい)をします。
※笑顔 (えがお)で礼儀 (れいぎ)正 (ただ)しく、丁寧 (ていねい)に挨拶 (あいさつ)と礼 (れい)をしましょう。
●店舗内 (てんぽない)ではカット台 (だい)を押 (お)して移動 (いどう)（前進 (ぜんしん)）します。
※実際 (じっさい)の店舗 (てんぽ)では、たくさんのお客 (きゃく)様 (さま)の中 (なか)を移動 (いどう)する
[image: C:\Users\ehimeken\Desktop\セブンスター写真\IMG_2201.JPG]ことがあります。お客 (きゃく)様 (さま)にぶつかったり、棚 (たな)にぶつか
って商品 (しょうひん)を落 (お)としたりしないよう、カット台 (だい)の安全 (あんぜん)
な移動 (いどう)を心掛 (こころが)けましょう。
※カット台 (だい)を周囲 (しゅうい)のコーン（お客 (きゃく)様 (さま)に見立 (みた)てたもの）に当 (あ)てたり、商品 (しょうひん)や除 (じょ)外品用 (がいひんよう)コンテナをカット台 (だい)から落 (おと)としたりしないよう、慎重 (しんちょう)に扱 (あつ)いましょう。
 (
Ⅲ－
(2)
－
③－３
)●カット台 (だい)は、陳列 (ちんれつ)棚 (だな)の近 (ちか)くに寄 (よ)せ、自分 (じぶん)の右側 (みぎがわ)に置 (お)くと作業 (さぎょう)が効率 (こうりつ)よく進 (すす)められます。

	 (
しょうみ
賞味
きげん
期限
の
かくにん
確認
)７

	☆「期限 (きげん)のちがいについて」
賞味 (しょうみ)期限 (きげん)とは、開封 (かいふう)していない状態 (じょうたい)で、表示 (ひょうじ)されている保存 (ほぞん)方法 (ほうほう)に従 (したが)って保 (ほ)存 (ぞん)したときに「おいしく食 (た)べられる期限 (きげん)」を示 (しめ)します。
缶詰 (かんづめ)、ジュース、スナック菓子 (がし)、インスタントラーメンなど、５日 (か)を超 (こ)える長期 (ちょうき)の保存 (ほぞん)が可能 (かのう)な食品 (しょくひん)に表示 (ひょうじ)してあります。賞味 (しょうみ)期限 (きげん)を過 (す)ぎても食 (た)べられなくなるとは限 (かぎ)りません。
消費 (しょうひ)期限 (きげん)は「安心 (あんしん)して食 (た)べられる期限 (きげん)」を示 (しめ)します。
弁当 (べんとう)や惣菜 (そうざい)、洋生菓子 (ようなまがし)、食肉 (しょくにく)、低温 (ていおん)殺菌 (さっきん)牛乳 (ぎゅうにゅう)など、およそ５日 (　か)以内 (いない)に品質面 (ひんしつめん)で著 (いちじる)しい品質 (ひんしつ)低下 (ていか)が認 (みと)められる食品 (しょくひん)や食材 (しょくざい)に表示 (ひょうじ)してあります。消費 (しょうひ)期限 (きげん)を表示 (ひょうじ)した食品 (しょくひん)は傷 (いた)みやすいので、期限内 (きげんない)に食 (た)べる必要 (ひつよう)があります。
●お客 (きゃく)様 (さま)の購入 (こうにゅう)された商品 (しょうひん)が古 (ふる)くなって、傷 (いた)んでいたらとても残念 (ざんねん)です。お客 (きゃく)様 (さま)が安心 (あんしん)して買 (か)い物 (もの)できるよう、賞味 (しょうみ)期限 (きげん)を確認 (かくにん)します。
●補充 (ほじゅう)をする陳列 (ちんれつ)された商品 (しょうひん)のみ賞味 (しょうみ)期限 (きげん)を確認 (かくにん)し、期限 (きげん)切 (ぎ)れのものは除 (じょ)外品用 (がいひんよう)コンテナに入 (い)れます。
 (
2016.
　
4.
　
1
16.04.01
160401
)※期限 (きげん)が切 (き)れているものが手前 (てまえ)にあるとは限 (かぎ)らないので、注意 (ちゅうい)して対象 (たいしょう)の商品 (しょうひん)すべてを確認 (かくにん)しなければなりませんが、お客 (きゃく)様 (さま)の買 (か)い物 (もの)の妨 (さまた)げにならないために、早 (はや)く済 (す)ませられるように練習 (れんしゅう)しましょう。
※商品 (しょうひん)によって賞味 (しょうみ)期限 (きげん)が表示 (ひょうじ)されている場所 (ばしょ)や表記 (ひょうき)が違 (ちが)います。よく探 (さが)しましょう。

	８ (
しょうひん
商品
ちんれつ
陳列
)
	●「先 (さき)入 (い)れ先出 (さきだ)し」とは、賞味 (しょうみ)期限 (きげん)がせまっている（もうすぐ切 (き)れそうな）ものが棚 (たな)の手前 (てまえ)にくるように陳列 (ちんれつ)していくことです。
●空 (あ)いた場所 (ばしょ)（奥 (おく)）に商品 (しょうひん)を補充 (ほじゅう)します。
※補充 (ほじゅう)がやりやすいよう、棚 (たな)にある商品 (しょうひん)を下 (お)ろして作業 (さぎょう)をします。その際 (さい)に商品 (しょうひん)を直接 (ちょくせつ)床 (ゆか)に置 (お)かないために補充用 (ほじゅうよう)かごを使 (つか)います。また、補充用 (ほじゅうよう)かごを使 (つか)うことで台車 (だいしゃ)への移動 (いどう)が減 (へ)り、効率 (こうりつ)よく作業 (さぎょう)を進 (すす)められます。
●「前出 (まえだ)し」とは棚 (たな)の最前列 (さいぜんれつ)を揃 (そろ)えることです。
 (
む
向
きが
ちが
違
う
)※古 (ふる)い商品 (しょうひん)がいつまでも棚 (たな)に残 (のこ)ることを防 (ふせ)ぎます。また、お客 (きゃく)様 (さま)が商品 (しょうひん)を取 (と)りやすくなります。
[image: C:\Users\ehimeken\Desktop\セブンスター写真\IMG_2191.JPG]●陳列後 (ちんれつご)は商品 (しょうひん)が美 (うつく)しく見 (み)えるように、陳列 (ちんれつ)棚 (だな)すべての商品 (しょうひん)の表面 (おもてめん)（商 (しょう)品名 (ひんめい)が大 (おお)きく書 (か)かれている面 (めん)の中央 (ちゅうおう)）が正面 (しょうめん)で揃 (そろ)っているか、確認 (かくにん)をします。
 (
Ⅲ－
(2)
－
③－４
)※商品 (しょうひん)の中央 (ちゅうおう)には、目印 (めじるし)などありません。特 (とく)に容器 (ようき)が丸 (まる)い物 (もの)は見 (みた)た目 (め)で判断 (はんだん)する必要 (ひつよう)があります。練習 (れんしゅう)では色々 (いろいろ)なラベルを使 (つか)って対処 (たいしょ)できるようにしておきましょう。また、陳列後 (ちんれつご)にチェックする習慣 (しゅうかん)を身 (み)に付 (つ)けておきましょう。

	 (
こきゃく
顧客
たいおう
対応
)９
	●お客 (きゃく)様 (さま)から声 (こえ)を掛 (か)けられたときは、作業 (さぎょう)を止 (や)め、「はい」と返事 (へんじ)をします。その後 (あと)、顔 (かお)だけでなく体 (からだ)ごとお客 (きゃく)様 (さま)の方 (ほう)を向 (む)き（正対 (せいたい)）、「いらっしゃいませ。どのようなご用件 (ようけん)でしょうか。」と用件 (ようけん)を伺 (うかが)います。
※店舗内 (てんぽない)では、作業中 (さぎょうちゅう)にお客 (きゃく)様 (さま)から質問 (しつもん)をされる場合 (ばあい)があります。丁寧 (ていねい)に応対 (おうたい)しましょう。
※必要 (ひつよう)に応 (おう)じて、メモを取 (と)り、責任者 (せきにんしゃ)に正確 (せいかく)に質問 (しつもん)を伝 (つた)えられるようにしましょう。
●質問 (しつもん)を聞 (き)き終 (お)わったら、「あいにく私 (わたくし)では分 (わ)かりかねますので責任者 (せきにんしゃ)を呼 (よ)んで参 (まい)ります。少々 (しょうしょう)、お待 (ま)ちください」と伝 (つた)えます。
※お客 (きゃく)様 (さま)からの質問 (しつもん)には、不安 (ふあん)な場合 (ばあい)は、あいまいな説明 (せつめい)をせず、他 (た)の店員 (てんいん)を呼 (よ)びに行 (い)くことを伝 (つた)えましょう。また、お客 (きゃく)様 (さま)には、はっきりと大 (おお)きな声 (こえ)と笑顔 (えがお)で応対 (おうたい)しましょう。堂々 (どうどう)と落 (お)ち着 (つ)いて応対 (おうたい)すれば、お客 (きゃく)様 (さま)も安心 (あんしん)します。
 (
30
度
)●バックヤードへ戻 (もど)るため、出入口 (でいりぐち)を通 (とお)ります。
【店舗内 (てんぽない)から出 (で)るとき】	
①左右 (さゆう)に一回 (いっかい)ずつ顔 (かお)を向 (む)け、周 (まわ)りを見 (み)る。
[image: ]※質問 (しつもん)があるお客 (きゃく)様 (さま)が近寄 (ちかよ)ってきていないか確認 (かくにん)するためです。
②礼 (れい)(30度 (ど))を行 (おこな)い正面 (しょうめん)を見 (み)る。
※礼 (れい)だけ行 (おこな)い、挨拶 (あいさつ)はしません。
③出入口 (でいりぐち)を通過 (つうか)する。
[image: ][image: ]●責任者 (せきにんしゃ)へ「お仕事 (しごと)中 (ちゅう)、失礼 (しつれい)します。お客 (きゃく)様 (さま)が（　）についてお尋 (たず)ねです。応対 (おうたい)をお願 (ねが)いします。」とはっきりと大 (おお)きな声 (こえ)で伝 (つた)えます。
※出入口 (でいりぐち)では挨拶 (あいさつ)・一礼 (いちれい)を忘 (わす)れないようにしましょう。
●依頼 (いらい)した責任者 (せきにんしゃ)よりおよそ3歩 (ぽ)先 (さき)を歩 (ある)き、責任者 (せきにんしゃ)をお客 (きゃく)様 (さま)の所 (ところ)まで誘導 (ゆうどう)します。
●お客 (きゃく)様 (さま)へ「お待 (ま)たせしました」と伝 (つた)え、次 (つぎ)に、従業員 (じゅうぎょういん)に「こちらのお客 (きゃく)様 (さま)です」と伝 (つた)えます。
●商品 (しょうひん)陳列 (ちんれつ)が終 (お)わっていないときは、すみやかに作業 (さぎょう)を続 (つづ)けます。
※お客 (きゃく)様 (さま)、従業員 (じゅうぎょういん)に対 (たい)して、必 (かなら)ず正対 (せいたい)して話 (はな)します。また、お客 (きゃく)様 (さま)を紹 (しょう)介 (かい)すときに手 (て)のひらもかざすと、より気持 (きも)ちのよい応対 (おうたい)になります。

	 (
カット
だい
台
の
いどう
移動
)10
	●陳列 (ちんれつ)が終 (お)わったら、箱 (はこ)、補充用 (ほじゅうよう)かご、除外品用 (じょがいひんよう)コンテナがカット台 (だい)から落 (お)ちないか確認 (かくにん)し、カット台 (だい)を押 (お)して荷 (に)下 (お)ろし場 (ば)に戻 (もど)ります。
※店舗内 (てんぽない)では、カット台 (だい)がコーンに当 (あ)たらないように、また、カット台 (だい)に乗 (の)せているものが落 (お)ちないよう気 (き)を配 (くば)りながら慎重 (しんちょう)に移動 (いどう)しましょう。
※出入口 (でいりぐち)では礼 (れい)を忘 (わす)れないようにしましょう。
●店舗内 (てんぽない)から出 (で)るときは、扉 (とびら)の外 (そと)の従業員 (じゅうぎょういん)や備品 (びひん)にカット台 (だい)が当 (あ)たらないように、必 (かなら)ず体 (からだ)から出 (で)るようにします。
 (
Ⅲ－
(2)
－
③－５
)店舗外 (てんぽがい)へ出 (で)たら、カット台 (だい)を押 (お)して移動 (いどう)します。

	 (
かたづ
片付
け
)11
	[image: C:\Users\ehimeken\Desktop\セブンスター写真\IMG_2201.JPG]●使用 (しよう)したものを元 (もと)の位置 (いち)に戻 (もど)します。使用 (しよう)する前 (まえ)と同 (おな)じ状態 (じょうたい)にします。ただし、検定 (けんてい)では除外品 (じょがいひん)はコンテナの中 (なか)に入 (い)れたままで構 (かま)いません。
●補充 (ほじゅう)した商品 (しょうひん)の箱 (はこ)は、荷 (に)下 (お)ろし場 (ば)に置 (お)きます。もし箱 (はこ)が空 (から)になったときは、平 (たい)らにつぶして、荷 (に)下 (お)ろし場 (ば)にある段 (だん)ボール置 (お)き場 (ば)に置 (お)きます。
※すべての用具 (ようぐ)は、他 (た)の従業員 (じゅうぎょういん)も使用 (しよう)します。用具 (ようぐ)の位置 (いち)が違 (ちが)っていると探 (さが)す手間 (てま)が増 (ふえ)えます。またカット台 (だい)に不要 (ふよう)なものが残 (のこ)っていると片付 (かたづ)ける手間 (てま)が増 (ふ)えます。職場 (しょくば)の整理 (せいり)整頓 (せいとん)は、働 (はたら)きやすい環境 (かんきょう)作 (づく)りの基本 (きほん)です。これは働 (はたら)く上 (うえ)でとても大切 (たいせつ)なことです。
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)



	[bookmark: _GoBack][image: ]●作業 (さぎょう)終了 (しゅうりょう)の報告 (ほうこく)も、大切 (たいせつ)な仕事 (しごと)の一 (ひと)つです。必要 (ひつよう)な連絡 (れんらく)事項 (じこう)も加 (くわ)えてはっきりとした声 (こえ)で、報 (ほう)告 (こく)するようにしましょう。仕事 (しごと)を行 (おこな)う上 (うえ)で、報告 (ほうこく)・連絡 (れんらく)・相談 (そうだん)は、とても大切 (たいせつ)です。「報 (ほう)・連 (れん)・相 (そう)」を行 (おこな)うことを、日頃 (ひごろ)から心掛 (こころが)けておきましょう。
※作業 (さぎょう)が終 (お)わったことの意思 (いし)表示 (ひょうじ)として、スタートラインに立 (た)ち、右手 (みぎて)を真 (ま)っすぐ挙 (あ)げて、報告 (ほうこく)する審査員 (しんさいん)の目 (め)を見 (み)て、はっきりと報告 (ほうこく)しましょう。必要 (ひつよう)な連絡 (れんらく)事項 (じこう)としては、賞味 (しょうみ)期限 (きげん)切 (ぎ)れの物 (もの)があったことや、それをどうしたかについて、付 (つ)け加 (くわ)えましょう。
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